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幕
末
の
上
海
貿
易

言足

:タ巳

幕
末
の

上

海

貿

易本

庄

栄

治

郎

一
、
居
貿
易
と
出
貿
易

安
政
開
園
の
後
、
外
園
貿
易
が
従
来
の
長
崎
に
於
け
る
唐
繭

貿
易
と
は
異
り
、
横
演
其
他
に
於
て
貨
物
を
輸
出
し
輸
入
す
る

方
法
の
下
に
行
は
れ
た
こ
と
は
確
か
に
一
進
歩
で
る
る
が
、
而

も
骨
同
時
の
貿
易
と
雄
、
所
一
謂
庇
貿
易
で
あ
っ
て
、
我
固
か
ら
海

外
に
舶
を
出
し
て
貿
易
す
る
迄
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
高
延
元

年
に
幕
府
の
外
国
掛
大
目
付
及
目
付
か
ら
産
物
方
と
稽
す
る

局
を
設
置
す
べ
き
こ
と
が
建
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
意
見
蓄
に
は

産
物
方
の
設
置
に
よ
っ
て
園
内
産
物
の
出
来
高
等
の
貫
教
を
調

査
し
得
ぺ
く
、

『
然
上
に
而
粂
k

申
上
侯
通
、
支
那
へ
仕
出
船

の
御
沙
汰
有
之
候
得
ば
彼
地
の
模
様
次
第
貿
易
取
組
も
心
丈
夫

に
出
来
可
仕
』
云
k

と
る
っ
て
、
支
那
へ
出
貿
易
を
試
む
べ
き

第
四
十
六
巻

七
八

O

第
五
銑

O 

こ
と
が
就
か
れ
た
。
之
に
謝
し
て
勘
定
奉
行
及
勘
定
吟
味
役
等

の
意
見
は
、

A
7
や
既
に
外
聞
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
の
で
る
る
か

ら
居
た
か
ら
彼
の
求
に
慮
中
る
の
み
に
て
は
不
都
合
で
あ
り
、

且
『
彼
岡
香
港
等
に
て
外
岡
交
易
の
振
ム
口
に
も
見
分
銭
仕
侠
は

伸
、
御
川
府
筋
に
は
可
相
成
」
、
殊
に
町
四
凶
出
産
の
ロ
聞
は
崎
洋
の
諸

日
間
と
忠
一
り
、
又
我
倒
産
品
の
す
~
那
へ
向
〈
も
の
も
あ
り
、
柑
帆
政

北
ハ
に
使
別
で
あ
る
か
ら
先
般
の
建
誌
の
紡
も
熱
肱
せ
ら
れ
、
支

那
へ
商
船
を
仕
立
で
る
こ
と
を
仰
せ
出
さ
れ
た
い
と
述
べ
、
外

鴎
奉
行
等
の
意
見
も
支
那
へ
の
出
貿
易
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
之

に
よ
っ
て
見
れ
ば
出
貿
易
の
こ
と
は
前
か
ら
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ

た
こ
と
L
忠
は
れ
る
。
勿
論
こ
の
向
貿
易
は
貿
易
の
必
要
か
ら

説
か
れ
た
と
と
で
は
あ
る
が
、
軍
備
の
充
賞
卸
ち
海
軍
の
撹
充

とに
で資
重う せ
らん
う司、と
r す

る

考
と
闘
聯
の
あ
イコ

た
こ

と
~;t 
注
意
す

べ
き
と

=
、
千

歳

先，

右
の
出
貿
易
は
遂
に
震
現
す
る
に
至
っ
た
。
文
久
元
年
九
月

幕
府
は
長
崎
曾
所
調
役
制
的
間
半
六
邸
を
し
て
そ
の
局
に
常
ら
し

刑者二、幕末の新政策， 314-322頁。



め
、
命
日
所
出
入
の
本
商
人
雨
三
名
を
件
ひ
商
品
寅
貨
の
こ
と
に

従
は
し
め
ん
と
し
た
。
種
々
の
準
備
の
中
に
そ
の
一
年
も
暮
れ
て

翌
二
年
三
月
幕
府
は
始
め
外
岡
汽
舶
を
繍
品
川
ぜ
ん
と
考
へ
た
が

町一
J

っ
こ
の
際
外
国
般
を
購
入
す
お
方
が
得
策
友
り
と
し
、
途
に

十
失
職
〉
2
d
d
E
Z
2

を
買
牧
す
る
に
至
っ
た
。
同
結
は
了
八
五
五

年
(
安
政
二
年
)
共
闘
サ
ン
グ
ラ
ン
ド
市
に
於
て
製
造
さ
れ
た
木

法
帆
硝
三
木
構
の
舶
で
、
長
さ
百
二
十
六
吠
・
幅
二
十
八
吠
・

深
d口
十
七
呪
・
一
硝
甘
同
一
一
一
一
日
五
ム
八
噸
で
あ
っ
て
、
英
人
一
ど
こ
}
一

]
N

一〔
T
M
Z
L
m
ヨ
ロ
の
所
有
に
か
h
h

り
日
彼
は
崎
長
と
し
て
二
年
前
か

ら
上
海
長
崎
聞
の
溜
運
に
従
事
し
て

E
利
を
占
め
て
居
た
も
の

で
、
=
一
月
十
二
日
に
長
崎
へ
入
港
し
た
と
き
、
組
頭
中
山
誠

郎
・
調
役
一
泊
間
半
六
郎
共
他
が
之
を
臨
検
し

始
中
術
開
の
諸

道
具
一
切
と
共
に
代
銀
三
寓
四
千
弗
に
て
買
牧
の
契
約
を
な
し

だ
が
、
三
月
十
四
日
長
崎
町
帆
の
議
定
で
あ
っ
た
か
ら
、

海
後
に
受
渡
を
な
す
こ
と
L
左
り
、
四
月
十
一
日
に
再
び
長
崎

役:に
以蹄
下着
のし
干支た
人の
をで
率
ゐ十
て四
之日
をに
臨長
宇念崎
し奉
、/，::::;.

干丁

般高
名 橋
を美
千f作
放7守
丸は
と目
改付

め
、
十
入
日
に
代
銀
の
授
受
を
了
し
、
橋
上
に
日
の
丸
の
図
旗

幕
末
市
上
海
貿
易

航

を
掲
揚
し
た
と
い
ふ
。

か
く
て
寛
永
鎖
園
後
二
百
三
十
年
幕
府
最
初
の
官
貿
易
が
行

は
れ
た
の
で
あ
る
が
、

と
の
際
の
一
行
は
日
本
人
五
十
一
名
で

郎
ち
江
戸
役
人
五
名
・
長
崎
台
所
役
人
三
名
。
長
崎
地
役
人
七

各
・
長
崎
本
商
人
三
名
・
従
者
二
十
三
名
・
水
夫
十
名
で
あ
る
。

長
崎
在
日
目
和
蘭
商
人
ト
ン
プ
レ
ン
キ
も
貿
易
に
つ
い
て
の
臨
時

御
屈
と
し
て
莱
結
し
、
船
長
共
他
の
乗
組
英
人
は
、

ア
l
ミ
ス

千
ス
競
よ
り
引
縄
い
で
千
歳
丸
の
薬
品
と
し
七
乗
組
ん
せ
ぬ

た
。
千
歳
丸
は
四
月
二
十
九
日
陀
長
崎
出
帆
、
航
行
五
百
七
十

二
英
皇
・
八
日
目
の
五
月
六
日
の
朝
上
海
に
着
し
、
腕
航
は
七

月
五
日
上
海
を
出
帆
、
十
一
日
を
費
し
て
長
崎
に
入
港
し
た
。

即
ち
長
崎
出
帆
以
来
七
十
五
日
間
で
開
問
最
初
の
上
潟
貿
易
が

結
末
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
翌
文
久
三
年
二
月
幕
府
は

同
舶
を
英
般
ぐ
円
吉
一
戸
と
買
換
へ
る
に
至
っ
た
。

と
の
ぐ
一
円
-ca

=ω
は
一
八
五
七
年
(
安
政
固
ま
英
同
シ
ッ
ド
テ
市
に
て
製
迭
さ

れ
た
徴
製
外
車
蒸
気
般
で
九
四
噸
、
六

O
馬
力
を
有
し
、

ス

ト
ル
メ

l
z
ン
グ
の
所
有
に
か
L
り
買
収
債
格
は
六
寓
六
千
弗

般
名
を
長
崎
丸
(
一
番
)
と
改
め
た
が
、
本
舶
は
一
花
治
一
光
年
(
一
八

第
四
十
六
巻

第
五
銃

一
一

七
月、
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幕
末
の
上
海
貿
易

六
四
年
)
十
二
月
一
一
日
入
丈
島
で
破
枯
し
た
と
い
ふ
。

一
、
上
海
に
於
け
る
見
聞
の

上
海
に
到
着
せ
る
一
行
口
、
モ
め
繁
華
な
る
を
見
て
潜
歎
し

た
。
中
本
田
倉
之
助
の
「
上
海
行
日
記
」
に
「
と
悔
滞
在
之
洋
舶

百
般
も
可
有
之
敗
、
府
舶
は
一
一
向
艇
も
一
円
台
叶
之
敗
、
誠
に
存
外

之
慌
に
て
候
事
』
と
あ
り
、
高
杉
晋
作
の
「
航
海
目
録
」
に
も
『
此

は
支
那
第
ご
繁
盛

ω津
港
た
り
、
欧
同
維
波
諸
邦
の
商
船
軍
艦
数

千
般
綻
泊
し
、
楢
花
林
森
、
津
口
を
埋
め
ん
と
欲
す
、
陸
上
に

は
別
ち
諾
邦
の
商
館
粉
壁
千
尺
殆
ど
城
閣
の
如
し
』
と
設
い
て

居
る
。

着
舶
の
後
一
行
は
上
陸
し
て
利
繭
領
事
館
を
訪
問
し
、
支
那

官
憲
と
昨
順
接
す
る
こ
と
前
後
五
問
、
そ
の
他
英
米
悌
諸
図
官
憲

を
も
訪
ね
、
合
談
し
て
多
く
の
事
物
を
見
聞
し
知
見
を
掠
め
る

こ
と
が
出
来
た
。
五
月
二
十
四
日
幕
支
が
和
繭
公
使
ク
ル

l
ス

を
訪
ね
た
際
の
質
問
保
々
の
中
に
は
突
の
如
き
も
の
が
あ
私
。

一
、
日
本
に
て
は
商
舶
を
派
し
て
貿
易
せ
し
む
る
と
も
支
那

と
遠
ひ
洋
銀
の
相
揚
高
き
故
に
貿
易
の
利
佳
あ
ら
ざ
る
ぺ

第
四
十
六
巻

第
五
銃

一一

七
月、

ノ

。

円

H

汀リ

l

'主
治
下

一
、
日
本
産
物
の
一
中
、
支
那
陀
て
需
要
す
る
も
の
は
何
々
な

る
乎
。

て
此
皮
千
歳
丸
を
以
て
積
み
越
し
た
る
貨
物
の
販
路
悪
し

〈
困
却
の
主
り
山
加
。
何
分
直
段
安
き
に
よ
り
、
税
銀
を
吏

排
ひ
、
入
費
を
差
引
け
ば
陥
毛
と
在
る

3

寧
九
一
入
札
に
て

頁
却
す
べ
き
乎
。

一
、
共
入
札
は
ク
ル

1
ス
方
に
て
は
出
来
ぎ
る
乎
。

一
、
干
飽
、
鰹
節
の
税
は
干
魚
の
通
り
に
て
宜
き
や
。

一
、
商
資
向
不
景
気
に
は
困
入
る
吠
第
也
。

る e、之
町に倫

針ー
し行
vζ は:

中恰
牟も
田長
倉髪
之 Mt
~ォ ιコ

丘飽

き己
記T
d" ft 
言己の
1事で・
をあ
主主 。
した
てが
ゐ

画
部
ち
、
営
時
市
中
の
警
戒
は
厳
重
を
極
め
、
英
仰
の
兵
士
が

城
門
を
守
り
て
出
入
を
監
闘
し
、
門
の
前
に
支
那
人
が
集
っ
て

も
決
し
て
門
を
聞
か
や
、
西
洋
人
と
見
れ
ば
則
ち
之
を
聞
い
て

通
行
せ
し
め
た
。
之
に
針
し
て
『
西
洋
人
え
相
頼
門
零
翁
致
候

庭
J
、
自
開
之
城
門
も
自
国
之
人
出
入
不
叶
様
相
成
、
賊
飢
之

向上、 230-232頁。
|司 t、225-228頁。
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末
故
と
は
乍
申
、
徐
り
西
洋
人
之
勢
盛
な
る
こ
と
錫
唐
人
可
憐
、

支
那
之
衰
微
押
て
可
知
候
也
』
と
漣
ペ
、
ま
た
『
近
来
段
々
西
洋

人
北
京
へ
住
居
罷
在
候
由
、
之
は
後
に
は
北
京
城
も
西
洋
人
之

防
方
相
積
侠
哉
と
被
考
侠
』
と
説
き
、
『
英
吉
利
斯
は
表
は
矯
清

朝
長
毛
賊
を
防
ぐ
と
申
し
、
内
に
は
長
モ
賊
に
好
器
械
な
ど
を

渡
し
、
私
に
耶
蘇
教
を
施
し
、
共
寅
は
長
毛
賊
を
以
て
清
朝
を

破
ら
し
め
、
己
清
朝
を
奪
ふ
薄
着
た
ら
ん
。
叉
長
宅
方
に
は
諌

め
耶
蘇
教
を
信
ビ
英
吉
利
新
な
ど
を
己
が
身
方
に
致
し
、
遂
に

清
朝
の
天
下
を
謙
ひ
皮
溶
着
忍
り
。
天
下
位
奪
依
得
ば
英
土
口
利

斯
と
の
儀
は
如
何
と
も
可
相
成
と
策
謀
な
ぜ
し
様
思
は
る
』
と

観
察
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
@
ま
た
高
杉
晋

作
の
「
上
海
流
留
目
録
」
五
月
二
十
一
日
の
僚
に
も
『
熟
k

上
海

の
形
勢
を
観
る
に
支
那
人
は
蓋
〈
外
国
人
の
使
役
た
り
。
英
法

の
人
街
市
を
歩
行
す
れ
ば
清
人
皆
傍
に
避
け
道
を
護
る
。
貫
に

上
海
の
地
は
支
郊
に
属
す
と
雄
、
英
悌
の
属
地
と
謂
ふ
も
ま
た

可
也
』
と
歎
じ
て
ゐ
る
。

際
州
の
五
代
友
厚
は
水
夫
に
身
を
扮
し
、
名
を
才
蔵
と
稽
し

本
般
に
乗
組
ん
だ
が
、
彼
は
上
海
滞
在
中
に
凋
逸
舶
ジ
ヤ
ウ
ジ

幕
末
の
上
海
貿
易

キ
リ

1
読
を
十
二
寓
五
千
弗
に
て
買
収
し
て
蹄
朝
し
、
之
を
天

祐
丸
と
改
稿
し
て
藩
の
御
用
船
と
し
、
そ
の
結
長
を
命
ぜ
ら
れ

だ
と
い
ふ
。
元
来
彼
は
汽
船
購
入
の
急
務
な
る
を
藩
主
に
建
言

てし
居 'k
7売と と

もと
じり 古す

とあ
思り
l土
れ上
る7)yIj 
o 度

叩L
(TJ 

努
t亡

汽
船
購
入
の
命
を
~.，. 
与えー

け

四
、
上
海
に
お
け
る
貿
易

支
那
か
ら
日
本
へ
の
貿
易
は
従
来
長
崎
で
も
行
は
れ
て
ゐ
た

が
、
日
本
か
ら
支
那
〈
の
貿
易
は
従
来
行
は
れ
た
こ
と
な
く
、

日
支
間
の
通
商
僚
約
も
締
結
せ
ら
れ
を
ら
や
、
従
て
今
次
の
貿

易
は
寓
事
和
蘭
領
事
に
一
任
し
も
江
形
で
る
っ
て
、
支
那
側
も
『
蘭

人
支
配
な
れ
ば
構
無
之
』
と
し
、
貨
物
も
和
蘭
の
貨
物
と
し
て

取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
千
歳
丸
の
積
荷
は
全
部
陸
揚

し
て
和
蘭
領
事
館
の
倉
庫
に
入
れ
、
之
に
勤
し
て
倉
敷
料
を
梯

っ
た
の
み
な
ら
や
、
商
品
費
買
の
取
扱
も
凡
て
和
蘭
領
事
館
員

の
手
を
経
て
行
は
れ
、

そ
の
手
数
料
と
し
て
、

一
、
日
本
荷
物
責
挑
候
は
Y
百
枚
に
付
一
一
ド
ル
宇
づ
L
コ
ン

シ
品
ル
〈
口
銭
差
出
可
申
事

第
四
十
六
巻

七
八
三

一
一

第
五
競

五イセ龍作署、五快友厚博、 L~-16 頁。 2tJ早:合編、Që1~之偉人放五代文厚俸、 '77-
185頁。ffi.L後者ーには船名を三国丸、代偵をi宅訓告八隻白代債としてゐる。
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幕
末
の
上
海
貿
易

一
、
臨
時
園
荷
物
質
調
候
而
も
同
様
二
ド
ル
宇
也
。
尤
諸
仕
掛

山
間
又
買
掛
も
コ
ン
シ
ユ
ル
よ
り
引
ム
ロ
可
申
事

剖
ち
富
耳
目
民
共
に
債
格
の
千
八
刀
の
二
十
五
の
手
数
料
を
支
掛
っ
た

へも
ての
居で
0-.'~)あ

U る
。

又
仲
介
し
た
支
那
人
に
も
幾
分
の
口
銭
を
興

元千
五 Jll:
助主宰
伺rC7JI 
L 貨
Vに牧!
L;L (f) 

山 賊

資
ti 
d1E 

ゃ
っ
』亡

l::l: 
才了
;(1ゐ

-:r-、

っ1
1
2
1
1

一
パ
U
1
4パ一寸
h
口

『
積
荷
の
貨
物
が
捌
け
ざ
る
こ
と
最
も
苦
痛
友
り
き
。

石
炭

も
然
り
、
人
参
も
然
り
。
人
参
は
引
き
分
け
て
寅
る
方
然
る

べ
し
と
和
蘭
人
注
意
す
。
幕
吏
歎
息
し
て
回
く
、
直
段
に
よ

り
て
引
分
け
て
賀
り
て
も
宜
け
れ
ど
、
一
迫
も
直
段
に
左
ら
ざ

る
べ
し
。
何
分
校
銀
高
き
庭
左
る
に
長
崎
の
相
場
に
引
合
せ

て
飴
り
に
安
き
故
、
国
却
の
至
り
な
り
。

い
づ
れ
積
戻
す
よ

り
外
策
あ
る
ま
ビ
』

と
あ
る
。
「
南
国
史
話
」
に
は
「
唐
凶
行
御
書
付
属
井
伺
書
控
」

に
載
す
る
庭
の
二
三
の
計
算
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
d

そ
れ
に
よ
る

と
三
ツ
石
昆
布
は
原
債
の
約
一
割
の
利
袋
、
房
寒
天
は
三
分
四

厘
の
利
円
分
、
樟
脳
は
一
一
割
四
分
七
厘
の
損
失
で
あ
っ
た
。
出
帆

第
四
十
六
巻

七
八
四

第
五
披

四

間
際
に
投
寅
し
た
も
の
も
あ
り
、
貿
易
と
し
て
は
利
益
が
無
か

っ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

さ
て
千
蔵
丸
に
積
込
ん
だ
商
品
は
(
ご
長
崎
曾
所
仕
出
の
商

日
間
卸
ち
幕
府
が
上
海
に
於
て
円
本
商
品
試
賓
の
矯
め
長
崎
台
所

を
し
亡
仕
入
佐
友
さ
し
め
た
商
品
2

3
本
商
人
仲
間
に
於
て
幕

府
の
許
可
を
得
て
悶
一
の
悶
酌
の
た
め
に
準
備
し
た
商
品
の

殺
の
も
の
を
合
ん
で
ゐ
る
。

E
れ
等
の
商
品
は
立
と
し

τ
長
崎

に
入
港
す
る
支
那
舶
が
返
り
荷
と
し
て
購
入
す
る
貨
物
を
標
準

でと
るし
って
た31)i塁
。定

さ

れ
た
も
の
一き

あ

ベコ
て、

そ
7.1-
は
火
σ〉

主日
き
商
ロ
ロ日

一
、
長
崎
命
日
所
仕
出
の
八
刀

(
イ
)
俵
物
方
御
園
の
内

育(~

i毎

三難房綾子

飽鰭

寒

天
冠

州

ツ

石

品

布
鼠

百
丸

三
百
丸

三
十
相

二
百
丸

=
一
十
丸

=
一
十
丸

二
寓
四
千
斤

代
銀
九
十
ニ
貰
六
百
四
十
目

三
寓
六
千
斤
百
十
貫
八
百
八
十
目

千

八

百

斤

三

賞

二

百

四

十

目

一

寓

二

千

斤

百

五

十

貫

目

三

千

斤

四

賞

五

百

目

三

千

六

百

斤

一

貫

二

百

六

十

目

計
三
一
白
六
十
二
買
五
百
ご
十
目

南困史話、 '50-，64頁。
中牟田倉之助博、 232 頁。 Mo出man 前衛書 Pask，~，.Smith 前掲害何れもこの
貿易が不成功に終った旨を遺べてゐる。
南岡史話、 160-164頁。
南闘史認、 124-142頁。
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(
日
)
合
所
御
閣
の
内

恥E

苧

五

色

最高

糸

車町

傘

自古

日

上

保

ほ

巾

椋

ほ

. 
フ

き

フ

キ

網

代

こ

組

小
形
ば
ん
入

清

市

川

口

4

1

 

網

代

巻

多

葉

粉

入

七

網
代
丸
筒
大
形
巻
多
葉
粉
入

周

小

形

五

溜
塗
蒔
緒
ば
ん
入

て二》

同

t二L

う

同古車I司高百事正予
結
締結
締
4長
付
共籍

印

蒔

給

卓

高

蒔

緒

文

選

同

机

幕
末
の
上
海
貿
易 -8 

芦L

七
十
貫
目

七
十
八
包

へ

本

六
十
三
本

五
十
六
本

立五一一

r -r-一十百

三日

コドツ

五
ツ、y

主

ヅ

‘ソ

品H

四

ツ

二
頁
四
百
一
ニ
十
九
匁
四
分
一
一
周
六
弗

一
貫
七
百
四
十
四
匁

六
百
四
十
三
匁
五
分

六

十

四

匁

百
四
十
四
匁
九
分

百
二
「
八
匁
八
分

二

百

九

十

八

匁

百
四
十
二
匁
八
分

百

匁

三
百
五
十
七
匁
六
分

十
四
匁
六
分
正
一
周

九

寸

一

公

七

分

七
十
九
匁
三
分
五
犀

八

十

二

匁

九

分

月、A

J四

百
六
十
九
匁
六
分
五
厘

ニ
宵
八
匁
三
分
七
厘
二
毛
ニ
弗

二
百
四
十
六
匁
九
分
六
属

胸
七
百
八
十
三
匁
三
分
八
厘
九
毛
三
弗

脚
四
百
二
十
二
匁
五
分
二
度
四
毛
八
弗

日
同
碍
緒
鼻
紙
棚

同

料

紙

硯

箱

畑|司青

貝

二

番

針

差

青
貝
三
番
布
袋
形
針
弟

姉
手

m附
叢
茶
碗

尋

常

細

工

寄

木

箪

笥

一

梨
子
地
蒔
精
緋
紙
付
文
庫

同

山

水

時

給

料

紙

叫

桁

本
金
梨
子
地
蒔
緒
同

角
切
扇
蒔
給
硯
蓋

草

木

蒔

緒

硯

箱

草
木
花
鳥
蒔
緒
同計

(
ハ
)
市
中
御
買
上

節

鰹

ヅ
一
貫
百
九
十
七
匁
八
鹿
七
毛
北
亦

組
四
百
六
十
三
匁
四
分
ニ
底
べ
毛

十
箱
四
百
八
十
日
四
分
二
庇
四
宅

五
和

二
一
白
凶
十
七
匁
一
分
六
脹
一
宅
五
弗

泊

三

百

十

八

匁

五

分

三

箱

二

百

九

十

四

匁

一
一
滴
似
十
二
組
入
百
七
十
六
匁
四
分

四
百
六
寸
凡
匁
(
金
六
雨
二
歩
)

ヨ

九

卜

五
本
入

五
本
入至正

、y

4目;111 

四

1'1 

一f戸十

日 lヨ

王王二=

枚枚枚組

白ー .TI. 

六

百
五

十

十

百

五

王五

十

五

貫
七
百

十

七
匁

ラ〉

麗
七
毛

弗1~) 日

箱

百
斤

主

五

百

番番 倍

子

一

三

日

四

十

六

斤

七

百

二

匁

九

分

一

一

見

賜

三

千

斤

十

二

貫

九

百

日

賜
二
千
五
百
五
十
斤
五
貫
七
百
七
十
日
九
分
四
座

皮

五

千

六

百

八

十

七

斤

九

貫

七

十

六

匁

二

分

五椋ニ

呂
第
四
十
六
巻

七
八
五

第
五
競

互王

日

合計高に諜差あるも原虫:の主与を掲(、イ曲lにも同様の'WIJあり。

目匁日
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幕
末
の
上
海
貿
易

容

姻

秤

千

木

る

ν、草

二

十

六

箱

二

箱

三

十

日

入

)

七

百

斤

九

十

四

匁

三

分

中

廃

絹

紋

rt 

晶
君Bi部

内

I司

島

内

島

部

内

::~~ 

t事
問・

後 織 . 級

が!

fl 

島

越

緋
山
舞
ち
り
め
ん

緋

板

〆

同同色椴緋

鹿

子

lti 

資子

形

付

木

め

ん

黒
蒔
精
一
一
一
尺
五
枚
入
盆

日
野
詮
一
時
給
足
付
大
庚
盆

三

尺

庚

盆

lal * 

付

事L

合
津
産
和
人
参

智
一
号
州
和
人
参

互王主王五i-イ司四

疋

一
一
一
丈
五
尺
=
一
寸

四
丈
凶
尺
六
寸

四
丈
五
尺
八
寸

一
切
(
一
斤
)

，寸

一
百
五
十
反

王E

千

字文

二
千
五
百
斤

二
千
五
百
斤

八、

十

日

反疋

貫

百

lil 

貰

七

一
貫
七
百
七
十
五
ゑ

十

JE 

n 
[!Il 

EI 

同

fぇ A反

問

百

五

十

五

匁

四
百
三
十
一
匁
五
分
七
厘

六

百

十
白ー

二

百

二

百

五

十

二

匁

反

二

百

五

十

二

匁

百

六

十

八

匁

四

百

九

十

匁

九

百

五

十

目

七
貫
主
百
五
十
目

百

目

疋圭旺

四

買

五

枚

九

百

ヰ主

百

A 

五

百ー

プu

十

日

四
百
十
七
貫
五
百
目

買

互王

百

日目.el 日目目目自

第
四
十
六
巻

七
八
六

第
五
競

ム
ノ、

石

M: 

二
十
五
寓
斤

二

十

貰

九
百
三
十
七
貫
五
宵
同

一
千
一
一
一
百
七
十
貫
十
匁
五
原
七
毛
一
一
一
一
弗

計一:計

合

二
、
本
商
人
仕
出
の
分

中
北
天
一
一
一
十
丸

石

品

布

百

六

十

七

丸

E~ 

千

八

百

斤

'¥二

主11J'I:; 
li プf

ï:~r 千
三四
f 百 寸

匁寸王
町九四月

う士斤八
二ご 下J
Jj[ 1'1 

‘ツ

~，た

1.<7 

司副主
>，て

メL

[:i 

E日

パ

匹|

_""，0. 温e<，，"

j).ilむ

人

官

臼

参

四

)L 

二
百
二
十
斤

八

貰

八

自

来

丸

頁

百
一
一
十
斤

寸a

ニ

桶

百

三

十

四

斤

一

貫

四

百

七

十

四

匁

二
十
三
箱
(
仮
数
千
入
)
四
十
一
貫
四
百
目

五

百

筋

九

貫

目

四

十

四

反

凹

寅

二

百

六

十

八

匁

九

十

疋

八

貫

五

百

五

十

目

三
十
箱
(
但
克
百
本
入
)
一
貫
一
三
白
五
十
目

百
四
十
=
一
貫
百
七
十
九
匁
九
分
ニ
座

二
口
総
計
一
千
五
百
十
三
貫
百
八
十
九
匁
九
分
七
厘
七
毛
三
沸

-vsro'm-E[『
の
害
に
は
き
φ
z
c
E
Z
と
一
と
あ
る
か
ら

積
量
で
は
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
あ
ら
う
。
返
り
荷
と
し
で
買
入

れ
た
商
品
は
次
の
如
〈
で
る
色
。

黒

花

色

央

臨

休

服

連

首

樟紙

姻

草

入

篠

細

工

時

計

鎖

亥

染

模

様

布

潟

責
畑

州

阪i

色巻合

計

反

代
削
船
五
貫
四
百
目

六

賞

百

目

f! 

長

四
百
五
寸
反

更

車ψ

目日日

南図史話、 154-158頁。13) 



"、

番

毛

路

番

毛

艶

ろ71< 』只古刀大

楓

J韓民11" 伊1鉛大氷

砂

石

幕
末
。
上
海
貿
易

枚

七

百

枚

千

六
貫
四
百
五
十
匁

四

貫

百

目

銀

二
千
八
百
十
二
斤
五
合

十
四
貫
百
四
十
六
匁
八
分
七
厘
五
毛

品 E

5't. 

ヨ王
丸

千
四
百
三
十
四
斤一

貫
二
百
九
十
匁
六
分

よ担

主王

十

袋

三
千
百
三
十
八
斤

二
貫
二
百
五
十
九
匁
三
分
六
座

七
千
百
三
十
四
斤

一
貫
四
百
二
十
六
匁
凡
分

間
千
二
一
日
三
十
一
日
川
八
台
一
-
-
勺

;

‘

:
-
-
l
!
 

二
百
五
寸
丹
羽
一
合
匹
/
f

二F

十

;lL 

4 
(t司r一

)1， 

草

一
千
六
百
九
十
九
斤
三
合

宵
六
十
二
枚
七
合
七
勺

八
千
六
百
六
十
九
斤

=
一
貫
四
百
六
十
七
匁
六
分

四
寓
二
千
百
七
十
斤

十
七
貫
九
百
五
十
八
匁
七
分
一
一
厘

黄

十

丸

六
千
六
百
九
十
五
斤

八
貫
五
百
六
卜
九
匁
六
分

二
十
六
貫
二
百
八
十
匁

膏糖

二
寓
九
千
二
百
斤

二
寓
四
千
百
丘
十
七
斤ご

貫
四
百
十
五
匁
七
分

計

百
十
賞
百
六
十
五
匁
二
分
四
庭
五
毛

四
百
二
十
枚
九
合
一
勺

日

本

銀

三

貫

二

百

四

十

一

匁

七

毛

百
十
一
一
一
貫
間
百
六
匁
二
分
五
底
二
毛

日
本
鋲

洋

銀
此
換
算

終l
計

幕
府
は
こ
の
貿
易
の
た
め
に
洋
銀
三
千
弗
を
準
備
し
、
更
に

上
海
の
和
蘭
領
事
館
宛
に
二
高
七
千
弗
の
潟
餐
を
組
ん
で
ゐ
る

か
ら
、
資
銀
の
線
高
は
洋
銀
三
寓
弗
で
あ
っ
売
が
、
返
り
荷
は

本
商
人
だ
け
の
仕
入
で
あ
る
か
ら
、
右
の
三
高
弗
は
航
海
費
滞

夜
契
そ
の
他
の
費
用
に
市
ゐ
ら
れ
た
も
の
L
如
く
で
る
る
。

豆
、
貿
易

の

意

義

千
歳
丸
に
よ
る
第
一
次
の
官
貿
易
は
大
関
以
上
の
如
〈
で

b

っ
て
、
幕
府
は
こ
の
た
め
に
特
に
舶
を
買
入
れ
、
十
数
名
の
役

人
が
特
別
の
支
給
を
受
け
て
出
張
し
、
納
長
に
は
片
道
百
弗
の

給
銀
を
支
挽
び
、
十
除
名
の
水
夫
結
夫
に
も
相
常
の
給
銀
を
挽

ひ
、
和
闘
領
事
館
員
.
上
海
道
事
に
も
砂
か
ら
ぬ
冊
刷
物
を
左
し
、

か
〈
て
一
一
一
高
弗
の
資
銀
を
費
消
し
て
ゐ
る
が
、

又
一
方
で
は
輪

出
商
品
は
一
切
無
税
と
し
て
取
扱
ひ
、
運
賃
も
無
賃
で
上
海
へ

運
漕
し
た
わ
け
で
る
り
、
幕
府
と
し
て
は
勿
論
損
益
を
度
外
し

第
四
十
六
巻

七

七
八
七

第
五
披

同上、 164頁。14) 



幕
末
の
上
海
貿
易

て
輸
出
試
寅
の
た
め
に
之
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
商

品
資
支
の
成
績
は
と
遁
の
如
く
で
あ
っ
た
。
同
行
の
長
崎
商
人

三
人
は
翌
文
久
=
一
年
二
月
に
幕
府
か
ら
『
唐
岡
上
海
ね
差
遣
し

骨
折
相
勤
候
忙
付
御
褒
美
』
と
し
て
賀
典
に
渡
っ
て
ゐ
る
。

「
中
本
問
介
之
助
品
開
し
に
よ
る
と
、
務
皮
の
い
ふ
所
で
は
、
此

渡
航
は
商
人
の
貿
易
を
主
と
し
、
刊
日
柏
市
K

は
保
持
一
段
山
日
の
た
め
に

同
行
噌
し
も
の
で
あ
る
が
、
高
杉
督
作
の
見
る
所
で
は
、
長
崎

商
人
が
長
崎
奉
行
高
橋
美
作
守
と
謀
り
私
利
を
絞
ま
ん
た
め
蚕

策
せ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
貿
易
の
事
は
商
人
及
長
崎
地
役

人
に
一
任
し
て
顧
る
乙
と
な
く
、
商
人
は
遁
詞
と
結
び
、
通
詞

は
高
事
外
人
と
協
議
す
る
た
め
、
結
局
英
繭
人
に
偽
硝
せ
ら
れ

了
る
と
る
る
が

1
、
幕
府
と
し
て
は
所
請
出
貿
易
の
試
み
を
賓
行

す
る
た
め
に
紗
か
ら
ぬ
努
力
を
掛
っ
た
も
の
で
あ
る
。

六
、
健

11頂

丸

用
立
丈
久
=
一
年
幕
府
は
健
順
九
宇
一
再
び
上
海
へ
法
す
こ
と
に
決

し
た
。
こ
の
舶
は
も
と
米
岡
船
で
と

zr
競
と
い
ひ
、
木
造
帆

船
三
本
楢
三
七
八
噸
で
、

一
八
五
六
年
(
安
政
三
年
)
米
岡
フ
エ

第
四
十
六
巻

七
八
八

第
五
就

i¥. 

l
i
y

へ
1
ウ

y
市
に
て
製
治
さ
れ
た
。

文
久
一
光
年
(
一
八
六

で

購
入九
し月
た幕
も 1庁
のは
で主百
あ官1古
る，-./'1:

0'" Jjモ
マ:
持

ス

よ
り

Jj~ 

T・
~j; 

匂F

之
よ
り
前
、
箱
館
奉
行
は
安
政
元
年
二
月
に
山
川
貿
易
の
こ
と

を
幕
府
に
建
議
し
、
文
久
一
花
年
王
月
一
再
び
之
を
建
議
し
、
同
年

四
月
迭
に
未
行
所
々
届
伯
仲
噛
悶
丸
佐
一
一
コ
-
7

イ
エ
ブ
ス
ク
に
遺

し
た
が
、
丈
久
二
年
五
月
に
健
順
丸
を
香
港
・
蘭
領
パ
グ
ピ
ア

に
汲
し
て
貿
易
せ
ん
と
し
海
産
物
を
積
載
し
て
箱
館
を
裂
し
、

品
川
へ
至
っ
た
が
物
議
の
た
め
遂
に
中
止
し
た
。
宝
丈
久
三
年

十
月
幕
府
は
こ
の
位
順
丸
を
と
海
へ
遣
す
こ
と
に
決
し
、
岡
崎

は
十
一
月
十
一
日
品
川
を
設
し
て
兵
庫
に
至
り
、
用
Y
-
冗
治
一
冗
年

二
月
九
日
兵
庫
を
解
践
し
二
十
一
日
上
海
に
着
、
滞
布
約
一
ヶ

月
半
、
四
月
九
日
上
海
を
獲
し
途
中
長
崎
及
兵
庫
に
寄
港
、
七

月
十
日
品
川
に
師
着
し
た
。

健
順
丸
の
乗
組
員
は
軍
般
奉
行
支
配
組
頭
次
席
箱
館
奉
行
支

配
謂
霊
山
口
錫
失
郎
、
外
国
奉
行
支
配
調
役
格
通
器
御
用
頭

取
森
山
多
士
口
郎
そ
の
他
箱
館
奉
行
所
属
役
人
七
人
、
松
平
越
前

ん↓
t
'
従
来
二
人
、
商
法
ぶ
曹
と
し
て
姥
子
砥
卒
・
西
田
屋
文
兵
衛
の

向上、 164-166頁。
中牟問倉之助停， 222頁。
i出JriE経史、 444頁。 日本近世造船史、 82頁。
北海道史第一、 885-889頁
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二
人
、
般
員
水
夫
を
加
へ
て
一
行
五
十
徐
人
で
あ
っ
た
が
、
一
来

員
が
全
部
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
千
歳
丸
の
揚
合
と
異
り
注

意
す
べ
き
結
で
あ
る
。
本
船
上
海
沃
遣
の
目
的
に
つ
い
て
は
石

渡
博
士
は
『
(
二
外
岡
貿
易
会
一
)
隠
れ
た
る
使
命
創
ち
生
萎
事

件
の
後
始
末
に
就
き
上
海
滞
在
の
英
闘
官
憲
と
の
交
渉
今
一
一
)
航

海
術
上
よ
り
見
た
る
冒
険
事
件
、
舶
は
四
洋
形
風
帆
結
.
共
莱

民
は
全
部
日
本
人
、
然
も
北
(
航
路
は
日
本
人
米
知
の
海
洋
た
る

を
以
て
日
本
交
通
史
上
特
害
す
べ
き
大
事
業
』
の
三
識
を
皐
げ

て
日
ら
れ
る
が
、
生
市
君
事
刊
と
の
聞
係
に
つ
い
て
は
向
調
貨
を

要
す
る
と
と
で
あ
ら
う
。
そ
の

E
た
る
目
的
が
貿
易
に
在
る
乙

と
は
い
ふ
迄
も
友
い
こ
と
で
あ
り
、
山
口
錫
次
郎
の
慕
銘
に
も

『
駕
組
崎
健
順
丸
渡
航
上
海
従
事
北
海
産
物
之
貿
易
蓋
海
命
也
』

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
‘
北
海
の
海
産
物
を
彼
地
に
貸
し
、
之
に

封
し
て
砂
糖
・
綿
・
水
銀
等
を
買
入
れ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
詳
細
友
る
事
情
を
知
り
得
な
い
と
と
を
遺
憾
と
す
色
。

降
っ
て
慶
鷹
二
年
四
月
に
は
『
海
外
諸
園
へ
向
後
事
術
修
業

又
は
商
業
の
た
め
相
越
度
志
望
の
者
は
願
出
次
第
御
免
許
可
相

成
侠
』
と
令
し
、
同
年
十
月
に
も
重
ね
て
同
趣
旨
の
縄
を
脅
し

幕
末
の
上
海
貿
易

商
業
の
た
め
海
外
へ
渡
航
す
る
と
と
を
公
詐
す
る
に
至
っ
た
。

七
、
結

言

以
上
述
べ
た
る
千
蔵
丸
に
よ
る
第
一
尖
の
上
海
貿
易
、
健
順

丸
に
よ
る
第
二
失
の
上
海
貿
易
は
、
そ
の
牧
支
損
盆
の
如
何
に

拘
ら
や
何
れ
も
幕
府
自
ら
出
貿
易
を
試
み
た
る
事
例
と
し
て
極

め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
之
に
よ

勺
て
穏
々
治
外
の
見
間
宮
康
め
た
こ
と
も
一
大
牧
穫
で
あ
っ
た

と
い
は
泣
け
れ
ば
友
ら
ね

D

更
に
日
本
的
自
代
上
る
L

へ
洋
航
海

の
責
現
も
我
交
通
史
上
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
り
、
更
に
外
図

胎
舶
の
購
入
が
、
幕
府
及
各
藩
に
於
て
、
此
後
続
々
行
は
れ
、

出

そ
れ
等
に
針
す
る
一
の
先
例
と
な
っ
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で

る
ら
う
e

か
〈
考
ふ
る
と
き
は
幕
府
の
第
一
次
及
第
二
次
の
上
海
貿
易

が
、
翠
に
居
貿
易
よ
り
出
貿
易
へ
の
設
展
の
み
な
ら
宇
、
幾
多
重

要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
友
る
と
と
を
忘
れ
で
は
友
ら
ぬ
。

第
四
十
六
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七
八
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第
五
貌
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